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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成28年3月10日(2016.3.10)

【公表番号】特表2015-504688(P2015-504688A)
【公表日】平成27年2月16日(2015.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-010
【出願番号】特願2014-554943(P2014-554943)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ   7/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｐ    7/44     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月22日(2016.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　漏れやすい（ｌｅａｋｙ）シキメートデヒドロゲナーゼ酵素をコードする遺伝子を含む
、非芳香族炭素源から出発してｃｉｓ、ｃｉｓ－ムコン酸を生成する遺伝子操作された微
生物。
【請求項２】
　前記遺伝子操作された微生物が細菌である、請求項１に記載の遺伝子操作された微生物
。
【請求項３】
　前記遺伝子操作された微生物が大腸菌である、請求項１に記載の遺伝子操作された微生
物。
【請求項４】
　ａｒｏＺ、ｑａ－４、ａｓｂＦ、ａｒｏＹ、ｑｕｉＣおよびｃａｔＡＸからなる群から
選択される１つまたは複数の外因性遺伝子をさらに含む遺伝子操作された微生物であって
、前記外因性遺伝子がムコン酸経路において機能するタンパク質をコードする、請求項１
に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項５】
　ａｒｏＢ、ａｒｏＤ、ａｒｏＦ、ａｒｏＧ、ａｒｏＨ、ｔｋｔＡ、ｔａｌＢ、ｒｐｅお
よびｒｐｉからなる群から選択される１つまたは複数の外因性遺伝子をさらに含む遺伝子
操作された微生物であって、前記外因性遺伝子がシキミ酸経路において機能するタンパク
質をコードする、請求項１に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項６】
　ｔｙｒＲ遺伝子またはその相同体によりコードされる芳香族アミノ酸生合成の負の調節
因子タンパク質の活性が実質的に低下したか、または排除された、請求項１に記載の遺伝
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子操作された微生物。
【請求項７】
　フェニルアラニンによる阻害に対して実質的に耐性であるＤＡＨＰシンターゼ酵素をコ
ードするａｒｏＧ＊遺伝子をさらに含む、請求項１に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項８】
　ａｒｏＧ＊２０－８９３、ａｒｏＧ＊２０－８９７、ａｒｏＧ＊２０－８９９、ａｒｏ
Ｇ＊２０－９０１、ａｒｏＧ＊１１１、ａｒｏＧ＊２１１、ａｒｏＧ＊２１２、ａｒｏＧ
＊３１１、ａｒｏＧ＊３１２、ａｒｏＧ＊４１１、ａｒｏＧ＊４１２およびａｒｏＧ＊５
１１からなる群から選択されるＤＡＨＰシンターゼ酵素をコードするａｒｏＧ＊遺伝子を
含む、請求項７に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項９】
　アシネトバクター属の細菌のＱｕｉＣ酵素、または前記ＱｕｉＣ酵素の相同体をコード
する外因性遺伝子を含む、非芳香族炭素源から出発してｃｉｓ、ｃｉｓ－ムコン酸を生成
する遺伝子操作された微生物。
【請求項１０】
　前記遺伝子操作された微生物が細菌である、請求項９に記載の遺伝子操作された微生物
。
【請求項１１】
　前記遺伝子操作された微生物が大腸菌である、請求項９に記載の遺伝子操作された微生
物。
【請求項１２】
　ａｒｏＺ、ｑａ－４、ａｓｂＦ、ａｒｏＹおよびｃａｔＡＸからなる群から選択される
１つまたは複数の外因性遺伝子をさらに含む遺伝子操作された微生物であって、前記外因
性遺伝子がムコン酸経路において機能するタンパク質をコードする、請求項９に記載の遺
伝子操作された微生物。
【請求項１３】
　ａｒｏＢ、ａｒｏＤ、ａｒｏＦ、ａｒｏＧ、ａｒｏＨ、ｔｋｔＡ、ｔａｌＢ、ｒｐｅお
よびｒｐｉからなる群から選択される１つまたは複数の外因性遺伝子をさらに含む遺伝子
操作された微生物であって、前記外因性遺伝子がシキミ酸経路において機能するタンパク
質をコードする、請求項９に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項１４】
　ｔｙｒＲ遺伝子またはその相同体によりコードされる芳香族アミノ酸生合成の負の調節
因子タンパク質の活性が実質的に低下したか、または排除された、請求項９に記載の遺伝
子操作された微生物。
【請求項１５】
　フェニルアラニンによる阻害に対して実質的に耐性であるＤＡＨＰシンターゼ酵素をコ
ードするａｒｏＧ＊遺伝子をさらに含む、請求項９に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項１６】
　ａｒｏＧ＊２０－８９３、ａｒｏＧ＊２０－８９７、ａｒｏＧ＊２０－８９９、ａｒｏ
Ｇ＊２０－９０１、ａｒｏＧ＊１１１、ａｒｏＧ＊２１１、ａｒｏＧ＊２１２、ａｒｏＧ
＊３１１、ａｒｏＧ＊３１２、ａｒｏＧ＊４１１、ａｒｏＧ＊４１２およびａｒｏＧ＊５
１１からなる群から選択されるＤＡＨＰシンターゼ酵素をコードするａｒｏＧ＊遺伝子を
含む、請求項１６に記載の遺伝子操作された微生物。
【請求項１７】
　漏れやすい（ｌｅａｋｙ）シキメートデヒドロゲナーゼ酵素をコードする遺伝子をさら
に含む、請求項９に記載の遺伝子操作された微生物。
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